




















生命・人間と社会グループ 
テーマ：「食と健康」 
     生物を生命の営みの根本である「食」の対象としてとらえることでより身近に感じ，    
      その形態や生態の理解，人間の暮らす環境との関わりについて理解を深める。 

○おいしいぬりえ 
○生きもの美肌コレクション 
    

普段食卓に上る海の生き物を，
展示物のぬりえを通してじっくり
観察することで，外部形態の特
徴を学ぶと共に，博物館展示
の観察の視点が得られるプロ
グラム。  

○恐竜発掘地層ケーキをつくろう！ 
○火山と暮らしのおいしい関係 
    

「食べる」「調理する」「実験・観
察する」という食に関連した多
様な体験活動を通して，地質・
地層や，火山のメカニズム等，
地域の自然環境に対する理解
を深めるプログラム。 
  
 

○われら海岸調査隊 
 ～地元の海を知りつくそう！～ 

身近な海の生物という切り口か
ら，親子が，地域の環境と食や
暮らしとの関わりに気づき，理
解を深めることをねらいとした
プログラム。 

○サツマイモから見える食 
   の恵み 

サツマイモの伝来から普及，品
種改良の歴史等について学び
ながら，日本の風土に合った食
文化に対する理解を科学的な
面から深めるプログラム。 

幼児・小学生 中学生・高校生 大学・成人・ 
ファミリー 中高年・団塊 

＜空間の広がり＞ 

食材（＝生物）そのもの  →  自分たちの暮らす地域の自然 →  地域の海域から世界へ  →   地域に「知」の還元  

宇宙・地球・環境と社会グループ 
テーマ：「地球の贈り物―天然資源―」 
     「私たちはどこから生まれ，今どこにいて，これからどこにいくのか」という疑問に自  
     分なりに答えるために，地球環境の課題に対し，科学的に認識し，知識を活用して判 
     断する。 

○地球ツアー  
  ～現在・過去・未来～ 

学芸員資格取得を目指す大学生
が，生物の進化や地球の歴史を
テーマとした博物館のガイドツ
アーを企画・実施するプログラム。 
 

○私たちの暮らしと大地    

地域の産業や文化と大地の成り
立ちの関わりをテーマに，参加
者の知識や経験を生かした壁新
聞を作成するプログラム。 

幼児・小学生 

○かわらの小石で遊ぼう 
○かわらの小石で遊ぼう 
 ～小石のアートにちょうせん！～ 

石を使った工作を親子で楽しみ
ながら，石の種類や地学的な
背景に興味を持つきっかけをつ
くるプログラム。 

中学生・高校生 大学・成人・ 
ファミリー 中高年・団塊 

○めざせ砂金ハンター 
 ～河原の砂金はどこから来るの？～ 
○化石は語る 
 ～化石が教えてくれる過去の環境～ 

河原の砂金や化石を切り口に，
大地の成り立ちに関する地学
的概念を深め，日常生活との
関わりに気づかせるプログラム。 
 
 

＜時間と空間の広がり＞ 
足もとのかわらの石 

＜今＞ 
→ 

石のふるさと（上流域・地下鉱脈） 
＜数十万年前～現在＞ 

→ 
地球規模で見る生物の進化 
＜46億年前～現在＞ 

→ 
地域の地学的背景と 
暮らしの関わり 

＜歴史ある今と，未来へ＞ 



物質と社会グループ 
テーマ：「私たちの生活を支える物質」 
     物質と様々な化学変化について，よりミクロな視点を獲得し，概念の理解を深め， 
      広がりを意識することで，日常生活や社会において物質を利活用できるようになる。 

○“かたち“のはてな？  
   

レンズ付き下敷きを使った遊び
や拡大写真クイズなどを通して，
様々な 「もの」のかたちや見え
方の違いについて興味・関心を
高めるプログラム。  

○鉄を取りだしてみよう 
○化学反応は電子が主役 
 ～酸化還元反応～ 

金属をさびさせたり，めっきを
行う実験等を行い，「酸化・還
元反応」について実感を伴った
理解を深めるプログラム。 
 
  
 

○あれもこれもカガクヘンカ 
 ～化学でつながる身近な生活～ 
    

酸・アルカリ，酸化・還元といっ
た代表的な化学変化について，
教科書で学んだ知識と身近な
生活を結びつけて学ぶプログラ
ム。 

○子どもと社会をつなぐ展示   
  見学シート作り 

幼児・小学生 中学生・高校生 大学・成人・ 
ファミリー 中高年・団塊 

物質に関連した博物館の展示
に対する子ども達の関心と理
解を深めるためのワークシート
作りに挑戦するプログラム。 

＜概念の理解の深まりと広がり＞ 

ミクロな視点の獲得による科学的な基礎概念の深まり    
→ より専門的に深める 
 

     身近な生活にある事象と結びつけた 
→  学び直しによって理解と活用範囲を 
       広げる    

     「伝える」活動によって自分   
→  自身への理解を深め，  
   人々とつながる楽しみを知る    

生活を支える科学技術を部分ではなく
全体としてとらえる活動 → 両立できない事項があること

を意識した活動 → 他者を含め対立する要素を意識して組み合わせた
り，選択したりしてより良い結果を目指す活動 

技術と社会グループ 
テーマ：「私たちの生活を支える技術」 
     自らの生活に即した総合的視点に立って，現代社会を支える科学技術の方向を自 
       ら選択できるようになる。 

○風車でわかる電気エネルギー  
  （発電編）  
○風車でわかる電気エネルギー   
  （省エネ編）  
風車を使って実際に電気を作
る体験を行い，発電のしくみや
家庭でのエネルギー消費につ
いて体験的に学ぶプログラム。  
  

○ロボットをつくってタイムトライ  
  アルをしよう 
○大きな水の話 

数種のパーツを組み立ててロボッ
トを製作し，トレードオフの問題を
最適化する活動を行ったり，水に
関わる科学技術についてその規模
の大きさに伴う課題について理解
を深めるプログラム。 
  
 

○生活に役立つロボットのモ   
  デルをつくろう 
○オーロラってどんなもの？ 

生活に役立つロボットのデザイン，
プログラミング等を通してトレードオ
フの問題を最適化する活動を行っ
たり，地球立体表示技術を活用し
た効果的なサイエンスコミュニケー
ションのあり方をさぐるプログラム。 
 

○家電にみるテクノロジーの  
  過去・未来 

幼児・小学生 中学生・高校生 大学・成人・ 
ファミリー 中高年・団塊 

家電の歴史をふりかえり
ながら最新の情報家電を
体験し，自らが必要とする
科学技術についてディス
カッションしながら考えを
深めるプログラム。 

＜総合的視点に立つ選択＞ 

※科学リテラシー涵養に資する科学系博物館の教育事業の開発・体系化と理論構築（科学研究費基盤A）最終報告書は、 
   以下ＵＲＬをご覧下さい。→http://www.kahaku.go.jp/learning/researcher/pdf/ka_lastreport.pdf 
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